
7,562 27,562

人　件　費 6,300.84 6,439.32 6,439.32 6,439.32 6,439.32

投入 常勤職員 0.91人 0.93人 0.93人 0.93人 0.93人

人員 非常勤職員 0.15人 0.15人 0.15人 0.15人 0.15人

事業費＋人件費 18,549 34,011 19,642 34,011 34,011

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 1 頁

事務事業名 21174 高齢者福祉事務費

担当組織 健康福祉部 健康長寿課 担当 高齢者支援担当

組織コード
R3 17 10 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 01 03 01 04 01 01

記入日 令和 3年 6月17日
R2 17 10 00 R2 01 03 01 04 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成１７年度 ～ 令和２年度

戸田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画

根拠法令 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

対象
市民である高齢者

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業目的 高齢者福祉計画に基づく、各種高齢者福祉サービスを実施するための総務的な業務を行う。

※予算編成用シート（評価除外事業）

臨時職員の賃金支払、事務用消耗品の購入、光熱水費及び通信費の支払いなど

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

臨時職員の賃 臨時職員の賃 臨時職員の賃 臨時職員の賃 臨時職員の賃

金支払、事務 金支払、事務 金支払、事務 金支払、事務 金支払、事務

用消耗費品の 用消耗費品の 用消耗費品の 用消耗費品の 用消耗費品の

購入等 購入等 購入等 購入等 購入等

事　業　費 12,248 27,572 13,203 27,572 27,572

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 10,011 10 10 10

一般財源 12,248 17,561 13,193 2



2 頁

３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

令和元年度より、「ケアハウス運営費補助事業」が統合された。

事業の方向性

令和元年度より、「ケアハウス運営費補助事業」が統合された。

今後の取組方針



出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 10,058 10,058 10,058 10,058

一般財源 141,030 150,206 151,243 150,206 150,206

人　件　費 15,717.48 15,440.52 15,440.52 15,440.52 15,440.52

投入 常勤職員 2.27人 2.23人 2.23人 2.23人 2.23人

人員 非常勤職員 0.9人 0.9人 0.9人 0.9人 0.9人

事業費＋人件費 156,747 175,705 176,742 175,705 175,705

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動 紙おむつ等支給者数
人

1,030 1,060 1,100

① 1,055 1,113 －

活動 食事サービス食数
食

16,000 17,000 18,000

② 17,353 19,020 －

成果
① －

成果
② －

Ｂ：活動・成果のいずれかを達成した。

目標達成 ＜判断理由＞

高齢化率の増加に伴い、紙おむつ等支給者数、食事サービス食数ともに増加した。
状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 3 頁

事務事業名 7065 高齢者介護予防・生活支援事業

担当組織 健康福祉部 健康長寿課 担当 高齢者支援担当　

組織コード
R3 17 10 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 01 03 01 04 02 01

記入日 令和 3年 6月17日
R2 17 10 00 R2 01 03 01 04 02 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ● 対象

分野 04 高齢者福祉

○ 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成１２年度 ～ 令和２年度

老人福祉法 戸田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

根拠法令 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

対象
在宅で生活している65歳以上の高齢者

高齢者の在宅での日常生活を支援することで、安心・安全な生活を確保する。

事業目的

食事サービス、介護サービス利用者負担額助成、紙おむつ等支給、訪問理美容サービス、歩行補助つえ支給、寝具類乾燥、

日常生活用具給付、移送サービス、居住支援、在宅要介護高齢者介護支援金、家具転倒防止器具給付設置事業、健康長寿入

事業内容 浴事業、老人福祉施設入所支援事業を行う。

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

高齢者日常生 高齢者日常生 高齢者日常生 高齢者日常生 高齢者日常生

活支援・介護 活支援・介護 活支援・介護 活支援・介護 活支援・介護

予防事業 予防事業 予防事業 予防事業 予防事業

事　業　費 141,030 160,264 161,301 160,264 160,264

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支



4 頁

３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

＜判断理由＞
施策への貢献度

高齢者の増加に伴い、市民のニーズに応えて福祉サービスを提供している。

Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｃ：経費の一部に見直しが必要である。

＜判断理由＞
経費水準

団塊の世代が高齢期を迎え、利用者が増加していくことが予測される。事業費も

Ｃ Ｃ Ｃ 増加の一途をたどっていることから、見直しが可能なものについては調査検討す

る必要がある。

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。

＜判断理由＞
事業手法

外部委託を活用し、利用者に対し定期・随時対応ができている。

Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

今後、高齢者の増加とともに事業規模が拡大していく中、サービス内容や受益者

Ｂ Ｂ Ｂ 負担についての見直しが課題となっている。

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

高齢者の在宅における支援サービス事業として、今後も本事業は継続していく必要がある。

事業の方向性

高齢者の増加とともに利用者が増え、事業規模は必然的に増えていくと思われる。適宜サービスの見直しを行い

、持続的な事業運営に努めていく。

今後の取組方針



,285 4,407 20,000 400,000

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 29,182 4,285 4,407 20,000 400,000

人　件　費 2,561.88 1,800.24 1,800.24 1,800.24 1,800.24

投入 常勤職員 0.37人 0.26人 0.26人 0.26人 0.26人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 31,744 6,085 6,207 21,800 401,800

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動 特別養護老人ホーム入所率
％

97 95 93

① 92.1 92.9 －

活動 デイサービス利用率
％

90 85 80

② 84.8 63.9 －

成果
① －

成果
② －

Ｃ：活動・成果ともに達成できなかった。

目標達成 ＜判断理由＞

特別養護老人ホームの入所率に関しては、入居者の入院などやむを得ない事情により目標を下回っている。デイサービスにつ
状況

いては、コロナ禍により積極的な利用を控えるよう呼びかけざる得なかったこともあり、目標を大きく下回った。
の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 5 頁

事務事業名 21179 健康福祉の杜管理運営費

担当組織 健康福祉部 健康長寿課 担当 高齢者支援担当

組織コード
R3 17 10 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 01 03 01 04 07 01

記入日 令和 3年 6月17日
R2 17 10 00 R2 01 03 01 04 07 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２６年度 ～ 令和２年度

戸田市立健康福祉の杜条例 戸田市高齢者福祉計画・介護保険事業計画

根拠法令 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

対象
健康福祉の杜（ほほえみの郷、ふれあいランド戸田、ショートステイ等）の入所者及び通所者

特別養護老人ホーム、デイサービス、ショートステイ事業等の施設サービスをトータルで実施し、利用者である高齢者やそ

事業目的 の家族が安心して暮らせる環境を提供する。

健康福祉の杜に含まれる特別養護老人ホーム、老人デイサービスセンター、ショートステイ等について、指定管理者により

管理を行うとともに、管理状況のチェック及び建物の修繕等を実施する。

事業内容

実施主体 □市による単独直営 ■委託 （■3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

健康福祉の杜 健康福祉の杜 健康福祉の杜 健康福祉の杜 健康福祉の杜

の運営状況把 の運営状況把 の運営状況把 の運営状況把 の運営状況把

握及び建物の 握及び建物の 握及び建物の 握及び建物の 握及び建物の

修繕 修繕 修繕 修繕 修繕

事　業　費 29,182 4



6 頁

３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

＜判断理由＞
施策への貢献度

ニーズに応じたサービスの提供を行っている。

Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。

＜判断理由＞
経費水準

指定管理者による運営を行っている。運営は介護保険収入で賄われ、指定管理料

Ｂ Ｂ Ｂ は発生していない。備品購入及び大規模な修繕については市の予算で対応してい

る。

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。

＜判断理由＞
事業手法

指定管理者による運営を行い、市のモニタリングも行っている。

Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

介護保険制度に基づいている。

Ｂ Ｂ Ｂ

４．令和２年度中に実施した見直し内容
事務局長として市職員を派遣し、当該事務局長のもと、公認会計士等専門家の意見を聞きながら経営改善に取り

組んだ。

見直し内容

給与制度の見直しを行った。

見直しの効果

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

高齢化の進展を踏まえ、今後も継続して特別養護老人ホーム、デイサービスなどの運営は必要である。

事業の方向性

令和２年度に大規模改修の方針を決定した。令和３・４年度に設計を行い、令和６～８年度に改修工事を行う。

居ながら改修となることが想定されるため、可能な限り利用者への影響を低減できるよう取り組む。

施設の運営については、指定管理者と適宜協議を行い、経営改善に取り組む。

今後の取組方針



88,816

人　件　費 0 0 1,038.6 1,038.6 1,038.6

投入 常勤職員 0人 0人 0.15人 0.15人 0.15人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 685,106 727,423 821,150 854,812 889,855

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 7 頁

事務事業名 25327 広域連合負担金事業

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 01 03 01 04 08 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 01 03 01 04 08 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成１９年度 ～ 令和２年度

高齢者の医療の確保に関する法律（平成２０年４月

根拠法令 施行） 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象
埼玉県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療制度運営予算の管理

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

埼玉県後期高齢者医療広域連合への療養の給付等に要する費用に係る負担金の納付

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

療養の給付等 療養の給付等 療養の給付等 療養の給付等 療養の給付等

に要する費用 に要する費用 に要する費用 に要する費用 に要する費用

に係る負担金 に係る負担金 に係る負担金 に係る負担金 に係る負担金

の納付 の納付 の納付 の納付 の納付

事　業　費 685,106 727,423 820,111 853,773 888,816

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 685,106 727,423 820,111 853,773 8
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針



,820 5,200 5,200 5,200 5,200

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 2,928 3,168 3,168 3,168 3,168

一般財源 1,892 2,032 2,032 2,032 2,032

人　件　費 692.4 692.4 692.4 692.4 692.4

投入 常勤職員 0.1人 0.1人 0.1人 0.1人 0.1人

人員 非常勤職員 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人

事業費＋人件費 5,512 5,892 5,892 5,892 5,892

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動 広報紙への掲載回数
回

広報戸田市掲載回数 1 1 1

① 1 1 －

活動 被保険者への案内文書送付回数
回

健康診査受診券送付時に 1 1 1

② 案内文書を封入 1 1 －

成果 人間ドック受診者数
人

人間ドック検診費用補助 100 100 100

① 金交付者 107 83 －

成果 脳ドック受診者数
人

脳ドック検診費用補助金 65 65 65

② 交付者 67 71 －

Ｂ：活動・成果のいずれかを達成した。

目標達成 ＜判断理由＞

人間ドック・脳ドック受診費の補助制度については、広報紙への掲載や健康診査受診券送付時の案内文書封入などの啓発活動
状況

により制度の周知を図っている。人間ドックは新型コロナウイルス感染症の影響により受診者が減少したため、一部目標を達
の分析

成できなかった。受診者数はほぼ横ばいとなっており、今後も効果的な周知方法等を検討したい。

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 9 頁

事務事業名 29924 後期高齢者医療保健事業

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 01 03 01 04 08 02

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 01 03 01 04 08 02

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

戸田市後期高齢者医療被保険者人間ドック検診費用

根拠法令 補助金交付要綱 関連計画
通 達 等 戸田市後期高齢者医療被保険者脳ドック検診費用補 施政方針

助金交付要綱

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ● 自治事務のうち任意のもの

対象
後期高齢者医療制度に加入する７５歳以上の高齢者及び政令の定める程度の障害があると認定を受けた６５歳以上の高齢者

高齢者の病気等の早期発見と介護予防の推進

事業目的

後期高齢者医療制度被保険者を対象とした人間ドック・脳ドック検診費用の補助金交付

　①人間ドック・・・　補助金額：２５，０００円

事業内容 　②脳ドック　・・・　補助金額：検診費用の７割（５０，０００円を上限）

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

人間ドック・ 人間ドック・ 人間ドック・ 人間ドック・ 人間ドック・

脳ドック検診 脳ドック補助 脳ドック補助 脳ドック補助 脳ドック補助

費用の補助 、介護予防の 、介護予防の 、介護予防の 、介護予防の

一体化事業 一体化事業 一体化事業 一体化事業

事　業　費 4
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

＜判断理由＞
施策への貢献度

受診者数は横ばいに近い状況であるが、目標値はおおむね達成しており、高齢者

Ｂ Ｂ Ｂ の健康の増進に寄与できた。

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。

＜判断理由＞
経費水準

制度利用者にも自己負担を求めることから、安易な受診を防止し、事務の効率化

Ｂ Ｂ Ｂ により、人件費も抑えていることから、経費は適正な範囲である。

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。

＜判断理由＞
事業手法

一般的な補助事業の手法をとっていることから、適正な内容である。

Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

制度利用者に自己負担を求めていることに加え、利用者は健康増進への意識が高

Ｂ Ｂ Ｂ まって、医療費の抑制にもつながることから、受益と負担は適正な範囲である。

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

令和３年度から高齢者の特性を踏まえた保健事業と介護予防の一体化の取組を開始している。

事業の方向性

保健事業の取組については、近隣市の実施状況も踏まえ、今後の被保険者増加に対応しながら進めていく。

今後の取組方針



,720 121,425 133,413 138,475 143,765

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 103,685 100,198 96,611 100,276 104,106

人　件　費 1,384.8 1,384.8 1,384.8 1,384.8 1,384.8

投入 常勤職員 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 220,790 223,008 231,409 240,136 249,256

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 11 頁

事務事業名 28435 後期高齢者医療特別会計繰出金

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 01 03 01 04 09 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 01 03 01 04 09 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

高齢者の医療の確保に関する法律(平成２０年４月

根拠法令 施行) 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象
後期高齢者医療制度に加入する７５歳以上の高齢者及び政令の定める程度の障害があると認定を受けた６５歳以上の高齢者

後期高齢者医療制度運営予算の管理

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

後期高齢者医療制度運営資金の一般会計から後期高齢者医療特別会計への繰出

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

一般会計から 一般会計から 一般会計から 一般会計から 一般会計から

後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医

療特別会計へ 療特別会計へ 療特別会計へ 療特別会計へ 療特別会計へ

の資金繰出 の資金繰出 の資金繰出 の資金繰出 の資金繰出

事　業　費 219,405 221,623 230,024 238,751 247,871

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 115
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針



28 4,628

一般財源 4,962 6,000 11,217 11,217 11,217

人　件　費 1,384.8 1,384.8 1,384.8 1,384.8 1,384.8

投入 常勤職員 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 10,975 12,013 17,230 17,230 17,230

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 13 頁

事務事業名 28404 一般管理費

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 01 01 01 01 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 01 01 01 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

高齢者の医療の確保に関する法律(平成２０年４月

根拠法令 施行) 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象
後期高齢者医療制度に加入する７５歳以上の高齢者及び政令の定める程度の障害があると認定を受けた６５歳以上の高齢者

後期高齢者医療制度運営予算の管理

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

後期高齢者医療制度における市町村担当事務の一般管理

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医

療制度市町村 療制度市町村 療制度市町村 療制度市町村 療制度市町村

担当事務の一 担当事務の一 担当事務の一 担当事務の一 担当事務の一

般管理 般管理 般管理 般管理 般管理

事　業　費 9,590 10,628 15,845 15,845 15,845

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 4,628 4,628 4,628 4,6
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針



,924 6,924 6,924 6,924

投入 常勤職員 1人 1人 1人 1人 1人

人員 非常勤職員 1人 1人 1人 1人 1人

事業費＋人件費 34,711 22,827 22,648 23,276 23,324

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 15 頁

事務事業名 28530 徴収費

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 01 02 01 01 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 01 02 01 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

高齢者の医療の確保に関する法律(平成２０年４月

根拠法令 施行) 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象
後期高齢者医療制度に加入する７５歳以上の高齢者及び政令の定める程度の障害があると認定を受けた６５歳以上の高齢者

後期高齢者医療制度運営予算の管理事業

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

埼玉県後期高齢者医療広域連合へ納付する後期高齢者医療保険料の徴収

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医 後期高齢者医

療保険料の徴 療保険料の徴 療保険料の徴 療保険料の徴 療保険料の徴

収 収 収 収 収

事　業　費 27,787 15,903 15,724 16,352 16,400

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 27,787 15,903 15,724 16,352 16,400

一般財源 0 0 0 0 0

人　件　費 6,924 6
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針



868 1,160,836 1,199,252 1,247,229 1,297,120

一般財源 200 200 200 200 200

人　件　費 1,384.8 1,384.8 1,384.8 1,384.8 1,384.8

投入 常勤職員 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人 0.2人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 1,095,453 1,162,421 1,200,837 1,248,814 1,298,705

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 17 頁

事務事業名 28417 後期高齢者医療広域連合納付金

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 02 01 01 01 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 02 01 01 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

高齢者の医療の確保に関する法律(平成２０年４月

根拠法令 施行) 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象
埼玉県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療制度運営予算の管理

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

埼玉県後期高齢者医療広域連合への保険料、保険基盤安定負担金及び市町村事務費負担金の納付

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

保険料、保健 保険料、保健 保険料、保健 保険料、保健 保険料、保健

基盤安定負担 基盤安定負担 基盤安定負担 基盤安定負担 基盤安定負担

金、市町村事 金、市町村事 金、市町村事 金、市町村事 金、市町村事

務費の納付 務費の納付 務費の納付 務費の納付 務費の納付

事　業　費 1,094,068 1,161,036 1,199,452 1,247,429 1,297,320

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 1,093,
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針



1,731 1,731

投入 常勤職員 0.25人 0.25人 0.25人 0.25人 0.25人

人員 非常勤職員 0.1人 0.1人 0.1人 0.1人 0.1人

事業費＋人件費 59,340 66,688 69,814 75,051 80,916

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動 広報紙への掲載回数
回

広報とだ掲載回数 1 1 1

① 1 1 －

活動 健康診査受診券送付件数
件

年次送付及び追加送付件 9,800 10,300 10,400

② 数の合計 10,308 10,333 －

成果 健康診査受診者数
人

健康診査受診者数 4,100 5,800 6,000

① 5,832 3,613 －

成果 健康診査受診率
％

受診者数÷受診券送付者 45 45 45

② 数 56.6 35 －

Ｂ：活動・成果のいずれかを達成した。

目標達成 ＜判断理由＞

広報紙への掲載などの啓発活動により制度の周知を図ったが、新型コロナウイルス感染症の影響により受診者数が減少し、健
状況

康診査受診率は目標値を下回った。
の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 19 頁

事務事業名 28423 後期高齢者健康診査事業

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 03 01 01 01 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 03 01 01 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

高齢者の医療の確保に関する法律(平成２０年４月

根拠法令 施行) 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象
後期高齢者医療制度に加入する７５歳以上の高齢者及び政令の定める程度の障害があると認定を受けた６５歳以上の高齢者

高齢者の病気等の早期発見と介護予防の推進

事業目的

埼玉県後期高齢者医療広域連合から委託を受け、後期高齢者医療制度被保険者に対して後期高齢者健康診査を実施。

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

後期高齢者健 後期高齢者健 後期高齢者健 後期高齢者健 後期高齢者健

康審査の実施 康審査の実施 康審査の実施 康審査の実施 康審査の実施

事　業　費 57,609 64,957 68,083 73,320 79,185

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 57,609 64,957 68,083 73,320 79,185

一般財源 0 0 0 0 0

人　件　費 1,731 1,731 1,731
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：施策の目標達成に貢献している。

＜判断理由＞
施策への貢献度

受診者数は減少してしまったが、高齢者の健康増進に寄与はできている。

Ｂ Ｂ Ｂ

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：経費は適正な範囲である。

＜判断理由＞
経費水準

埼玉県後期高齢者広域連合から経費の補助があることに加え、事務の効率化によ

Ｂ Ｂ Ｂ り、人件費も抑えていることから、経費は適正な範囲である。

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：事業手法は適正な内容である。

＜判断理由＞
事業手法

埼玉県後期高齢者医療広域連合健康診査実施要領に基づき、受診対象者を精査し

Ｂ Ｂ Ｂ ているなど、ルールに沿って実施されている。

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 Ｂ：受益・負担は適正な範囲である。

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

一部負担金については徴収していないが、利用者は健康増進への意欲が高まって

Ｂ Ｂ Ｂ 医療費の抑制にもつながることから、受益と負担は適正な範囲である。

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

●１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

自身の健康状態を知ることや健康意識が高まることは、高齢者の生き生きとした生活に資するとともに、最終的

事業の方向性 に医療費の抑制につながることから、現状で継続して実施していく。

健康診査受診率の向上へ向けた啓発に引き続き力を入れ、健康診査の各検査項目については、医師会と適宜調整

していく。

今後の取組方針



実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

戸田市　事務事業評価　≪事後評価シート≫ 21 頁

事務事業名 31688 被保険者保険料還付金

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 04 01 01 01 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 04 01 01 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

根拠法令 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象

「高齢者の医療の確保に関する法律」に規定された後期高齢者医療制度の運営にあたり、市が

事業目的 行うとされた事務を行う。

※予算編成用シート（評価除外事業）

埼玉県後期高齢者医療広域連合である、被保険者の届出・申請受付業務や保険料の徴収事務。

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

事　業　費 1,810 2,500 2,500 2,500 2,500

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　　　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 1,810 2,500 2,500 2,500 2,500

一般財源 0 0 0 0 0

人　件　費 0 0 0 0 0

投入 常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 1,810 2,500 2,500 2,500 2,500

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針
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事務事業名 31691 被保険者還付加算金

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 04 01 02 01 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 04 01 02 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

根拠法令 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象

「高齢者の医療の確保に関する法律」に規定された後期高齢者医療制度の運営にあたり、市が行うとされた事務を行う。

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

埼玉県後期高齢者医療広域連合である被保険者の届出・申請受付業務や保険料の徴収事務。

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

事　業　費 0 100 100 100 100

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　 　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 100 100 100 100

一般財源 0 0 0 0 0

人　件　費 0 0 0 0 0

投入 常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 0 100 100 100 100

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針



標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析
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事務事業名 28547 予備費

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当 後期高齢者医療担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 05 01 01 01 01

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 05 01 01 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間 平成２０年度 ～ 令和２年度

高齢者の医療の確保に関する法律（平成２０年４月

根拠法令 施行） 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ● 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象
後期高齢者医療制度に加入する７５歳以上の高齢者及び政令の定める程度の障害があると認定を受けた６５歳以上の高齢者

後期高齢者医療特別会計における予備費

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

後期高齢者医療特別会計における予備費

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 ■市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

予備費 予備費 予備費 予備費 予備費

事　業　費 0 1,000 1,000 1,000 1,000

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　 　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 0 1,000 1,000 1,000 1,000

人　件　費 0 0 0 0 0

投入 常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 0 1,000 1,000 1,000 1,000

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ○令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針
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事務事業名 52273 返還金

担当組織 健康福祉部 保険年金課 担当

組織コード
R3 17 13 00

会計･款･項･目･大事業･中事業
R3 16 xx xx xx xx 00

記入日 令和 3年 6月 9日
R2 17 13 00 R2 16 04 01 03 01 01

１.事務事業の概要

総合振興計画上の位置づけ 実施計画候補

基本目標 02 誰もが健康でいきいきと生活できるまち ○ 対象

分野 04 高齢者福祉

● 対象外
施策 22 高齢者の生活支援の充実

事業期間

根拠法令 関連計画
通 達 等 施政方針

事業区分 ○ 法定受託事務 ○ 自治事務のうち義務的なもの ○ 自治事務のうち任意のもの

対象

後期高齢者医療制度運営予算の管理

事業目的 ※予算編成用シート（評価除外事業）

後期高齢者医療制度における埼玉県後期高齢者医療広域連合への返還金の納付

※予算編成用シート（評価除外事業）

事業内容

実施主体 □市による単独直営 □委託 （□3ｾｸ･財団 □企業 □市民･NPO） □協働･協力（ ）

２.実施結果

事
業
の
予
算
・
実
績

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
執行額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

事 業 内 容

事　業　費 11,227 0 0 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起　 　債 0 0 0 0 0

そ　の　他 0 0 0 0 0

一般財源 11,227 0 0 0 0

人　件　費 0 0 0 0 0

投入 常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

人員 非常勤職員 0人 0人 0人 0人 0人

事業費＋人件費 11,227 0 0 0 0

指標名 単位 説明・算定式 Ｒ１目標 Ｒ２目標 Ｒ３目標

目
標
達
成
状
況

Ｒ１実績 Ｒ２実績 Ｒ３実績

活動
① －

活動
② －

成果
① －

成果
② －

－：未設定

目標達成 ＜判断理由＞

状況

の分析

後期高齢者医療担当
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３.評価結果

評価結果 施策の目標達成に向けて貢献しているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
施策への貢献度

－ － －

評価結果 事業費・人件費の水準は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
経費水準

－ － －

評価結果 事業手法は適正か。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
事業手法

－ － －

評価結果 受益の公平性と負担の適正化は図られているか。

３０年度 １年度 ２年度 －：未設定

＜判断理由＞
受益・負担の公平性

－ － －

４．令和２年度中に実施した見直し内容

見直し内容

見直しの効果

５.今後の方針

○１現状で継続 ○２拡大して継続 ○３縮小して継続 ○４他事業と統合 ○５休止

○６その他見直し ○令和４年度で終了 ○令和３年度で終了 ●令和２年度で終了

＜判断理由＞

事業の方向性

今後の取組方針


